
 

平成 24年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 

教科目名 建設振動学特論 担当教員 水野 剛規 

学年学科 ２年次 建設工学専攻 後期 選択 ２単位(学修)  

学習・教育目標 （Ｄ－２ 力学系）1００％  JABEE基準１（１）：（ｄ） 

授業の目標と期待される効果：耐震設計にお
いて必要とされる振動解析の基礎知識を身に
つける． 

 

①1自由度系の減衰自由振動問題に関する理解 

②共振現象に関する理解 

③2自由度系の振動解析に関する理解 

④多自由度系の振動解析に関する理解 

⑤時刻歴応答解析に関する理解 

 

成績評価の方法： 

中間試験 100点＋期末試験 100点 

とし，総得点率（％）によって成績評価を行なう 

達成度評価の基準：教科書の練習問題と同レベルの問題を試験で出題
し，6割以上の正答レベルまで達していること．各項目の成績評価への重
みは【 】内の分数で示す． 

①【2/8】1自由度系の問題について，運動方程式を用いて過減衰，
臨界減衰，減衰振動の条件を論理的に説明できる（6割以上）． 

②【1/8】1自由度系の定常振動の振幅特性を理解し，論理的に説明
できる 

③【1/8】2自由度系の固有振動数，振動モードを求めることができ
る（6割以上）． 

④【2/8】マトリクスを用いた多自由度系の運動方程式，固有振動数
や固有モードの求め方を説明できる（6割以上）． 

⑤【2/8】時刻歴応答解析の手法について説明ができる（6割以上）． 

授業の進め方とアドバイス： 
 微分方程式の一般解の求め方や複素数に関して復習しておくこと．また，多自由度系の問題では基本的な行列の演
算に関する知識が必要となるので復習しておくこと． 

教科書および参考書： 

耐震工学入門 （平井一男，水田洋司，森北出版） 

授業の概要と予定：前期  教室外学習 

第 １回：構造物の振動問題（モデル化と定式化） 例題8.3 

第 ２回：1自由度系の自由振動 ［8.4 演習問題］ 

第 ３回：減衰をもつ 1自由度系の自由振動 
過減衰，臨界減衰，減衰振動の各条件についてまとめる．
例題 12.1～12.5例題 9.1 

第 ４回：減衰をもつ 1自由度系の自由振動 ［9.5 演習問題］ 

第 ５回：1自由度系の強制振動（調和外力による振動） 例題 10.1～10.4 

第 ６回：1自由度系の強制振動（調和変位による振動） ［10.8 演習問題］ 

第 ７回：1自由度系の不規則外力による振動 ［11.4 演習問題］ 

第 ８回：2自由度系の自由振動 例題 12.1～12.3 

第 ９回：多自由度系の振動 例題 12.4～12.5 

第 １０回：振動モードの直交性 ［12.9 演習問題］ 

第 １１回：モーダル解析 ［13.8 演習問題］ 

第 １２回：時刻歴応答解析 例題 14.1 

第 １３回：時刻歴応答解析 ［14.6 演習問題］ 

第 １４回：耐震設計 例題 15.1，15.2 

第 １５回：耐震設計 ［15.5 演習問題］ 

期末試験 － 

第１６回：フォローアップ（試験の解答の解説など） － 

 


